
(57)【要約】

【課題】バーナの不完全燃焼を精度良く検出することが

できる温風暖房装置を提供することを目的とする。

【解決手段】バーナ１１と、吸気口１５から空気を吸入

すると共に、吸気口１５から吸入した空気とバーナ１１

の燃焼排ガスとの混合気ｃを温風吹出口１２から送出す

るファン１３と、混合気ｃの送出経路Ｘに設けられ、混

合気中ｃの一酸化炭素との酸化・還元反応により、混合

気ｃ中の一酸化炭素の濃度に比例した電流を出力する電

気化学式ＣＯセンサと１８と、隔壁３０の電気化学式Ｃ

Ｏセンサ１８の設置箇所付近に吸気口１５から吸入され

た空気を導入する導入路Ｙと、電気化学式ＣＯセンサ１

８の出力電流に基いて、バーナ１１の燃焼状態を検知す

る燃焼状態検知手段とを備える。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ ー ナ と 、
　 吸 気 口 か ら 空 気 を 吸 入 す る と 共 に 、 該 吸 気 口 か ら 吸 入 し た 空 気 と 該 バ ー ナ の 燃 焼 排 ガ ス
と の 混 合 気 を 温 風 吹 出 口 か ら 送 出 す る 送 風 フ ァ ン と 、
　 前 記 混 合 気 の 送 出 経 路 に 設 け ら れ 、 前 記 混 合 気 中 の 一 酸 化 炭 素 と の 酸 化 ・ 還 元 反 応 に よ
り 、 前 記 混 合 気 中 の 一 酸 化 炭 素 の 濃 度 に 比 例 し た 電 流 を 出 力 す る 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ と
、
　 該 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ の 出 力 電 流 に 基 い て 、 前 記 バ ー ナ の 燃 焼 状 態 を 検 知 す る 燃 焼 状
態 検 知 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 温 風 暖 房 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 混 合 気 の 送 出 経 路 に 設 け ら れ て 、 前 記 混 合 気 の 流 通 を 妨 げ る 流 通 制 限 手 段 を 備 え 、
　 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ は 、 該 流 通 制 限 手 段 の 下 流 側 の 近 傍 に 設 け ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 温 風 暖 房 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 流 通 制 限 手 段 と し て 貫 通 孔 を 有 す る 緩 衝 板 を 有 し 、
　 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ の 周 囲 に 、 該 貫 通 孔 以 外 か ら 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ へ の
前 記 混 合 気 の 流 入 を 妨 げ る た め の 遮 蔽 板 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 温 風 暖
房 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ は 、 前 記 混 合 気 の 送 出 路 を 形 成 す る 隔 壁 に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 吸 気 口 か ら 吸 入 さ れ た 空 気 を 、 前 記 隔 壁 を 介 し て 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ と 対 向
す る 箇 所 に 導 入 す る 導 入 路 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の う ち い ず れ
か １ 項 記 載 の 温 風 暖 房 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ー ナ の 燃 焼 異 常 を 検 知 す る 機 能 を 有 す る 温 風 暖 房 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 室 内 開 放 型 の ガ ス 温 風 暖 房 機 に お い て 、 バ ー ナ の 近 傍 に 設 け た 熱 電 対 の 熱 起 電 力
に よ り 室 内 の 酸 素 濃 度 の 低 下 を 監 視 し 、 バ ー ナ の 不 完 全 燃 焼 に よ る 酸 素 の 濃 度 の 低 下 に 応
じ て 換 気 装 置 を 作 動 さ せ る よ う に し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
し か し 、 熱 電 対 に よ る 場 合 に は 、 熱 電 対 の 設 置 箇 所 に お け る 局 所 的 な バ ー ナ の 燃 焼 状 態 を
検 出 こ と に な る た め 、 部 分 的 な バ ー ナ の 不 完 全 燃 焼 を 検 出 で き な い 場 合 が あ り 、 バ ー ナ の
不 完 全 燃 焼 を 精 度 良 く 検 出 す る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 バ ー ナ の 不 完 全 燃 焼 の 検 出 を 、 バ ー ナ の 燃 焼 排 ガ ス 中 の Ｃ Ｏ （ 一 酸 化 炭 素 ） の 濃
度 を Ｃ Ｏ セ ン サ に よ り 検 出 す る こ と に よ っ て 行 う こ と も 考 え ら れ る が 、 Ｃ Ｏ セ ン サ と し て
一 般 に 使 用 さ れ て い る 接 触 燃 焼 式 Ｃ Ｏ セ ン サ は 振 動 に 弱 く 、 持 ち 運 ん で 使 用 さ れ る こ と が
多 い 室 内 開 放 型 の ガ ス 温 風 暖 房 機 に 使 用 し た 場 合 に は 、 精 度 の 保 証 が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 振 動 に 強 い Ｃ Ｏ セ ン サ と し て 半 導 体 式 Ｃ Ｏ セ ン サ が あ る が 、 経 時 変 化 に 対 応 し て
検 出 精 度 を 維 持 す る た め に 定 期 的 な Ｃ Ｏ セ ン サ の 点 検 や 交 換 が 必 要 で あ り 、 メ ン テ ナ ン ス
の 負 担 か ら 採 用 が 難 し か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ０ ５ ７ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 背 景 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 バ ー ナ の 不 完 全 燃 焼 を 精 度 良 く 検 出 す

10

20

30

40

50

(2) JP 2008-14551 A 2008.1.24



る こ と が で き る 温 風 暖 房 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 バ ー ナ と 、 吸 気 口 か ら 空 気 を 吸 入 す る と 共 に 、 該
吸 気 口 か ら 吸 入 し た 空 気 と 該 バ ー ナ の 燃 焼 排 ガ ス と の 混 合 気 を 温 風 吹 出 口 か ら 送 出 す る 送
風 フ ァ ン と 、 前 記 混 合 気 の 送 出 経 路 に 設 け ら れ 、 前 記 混 合 気 中 の 一 酸 化 炭 素 と の 酸 化 ・ 還
元 反 応 に よ り 、 前 記 混 合 気 中 の 一 酸 化 炭 素 の 濃 度 に 比 例 し た 電 流 を 出 力 す る 電 気 化 学 式 Ｃ
Ｏ セ ン サ と 、 該 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ の 出 力 電 流 に 基 い て 、 前 記 バ ー ナ の 燃 焼 状 態 を 検 知
す る 燃 焼 状 態 検 知 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ は 、 上 述 し た 接 触 燃 焼 式 Ｃ Ｏ セ ン サ や 半 導 体 式 Ｃ Ｏ セ ン
サ に 比 べ て Ｃ Ｏ の 検 出 精 度 が 高 い が 、 使 用 環 境 温 度 に 制 限 が あ る （ 例 え ば ８ ０ 度 以 下 ） 。
そ の た め 、 高 温 と な る バ ー ナ の 燃 焼 排 ガ ス 中 の Ｃ Ｏ 濃 度 を 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ で 検 出 す
る こ と は 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ を 、 前 記 送 風 フ ァ ン に よ り 送 出
さ れ る 前 記 吸 気 口 か ら 吸 入 し た 空 気 と 燃 焼 排 ガ ス と の 混 合 気 の 送 出 経 路 に 設 け 、 前 記 電 気
化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ に よ り 該 混 合 気 中 の Ｃ Ｏ 濃 度 を 検 出 す る 。 こ の 場 合 、 混 合 気 の 温 度 は 空
気 と の 混 合 に よ り 燃 焼 排 ガ ス の 温 度 よ り も 低 く な る の で 、 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ の 使 用 が
可 能 と な る 。 そ し て 、 前 記 バ ー ナ の 不 完 全 燃 焼 が 生 じ て 燃 焼 排 ガ ス 中 の Ｃ Ｏ の 濃 度 が 高 ま
る と 、 そ れ に 応 じ て 前 記 混 合 気 中 の Ｃ Ｏ 濃 度 も 高 く な る の で 、 前 記 混 合 気 中 の Ｃ Ｏ 濃 度 を
前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ を 用 い て 検 出 す る こ と で 、 前 記 バ ー ナ の 燃 焼 状 態 を 精 度 良 く 検
知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 混 合 気 の 送 出 経 路 に 設 け ら れ て 、 前 記 混 合 気 の 流 通 を 局 所 的 に 妨 げ る 流 通 制
限 手 段 を 備 え 、 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ は 、 該 流 通 制 限 手 段 の 下 流 側 の 近 傍 に 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 か か る 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 流 通 制 限 手 段 に よ り 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ に 向 か う 混
合 気 の 流 量 が 低 減 さ れ 、 こ れ に よ り 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ の 温 度 上 昇 を 抑 え る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 流 通 制 限 手 段 と し て 貫 通 孔 を 有 す る 緩 衝 板 を 有 し 、 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン
サ の 周 囲 に 、 該 貫 通 孔 以 外 か ら 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ へ の 前 記 混 合 気 の 流 入 を 妨 げ る
た め の 遮 蔽 板 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 か か る 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 緩 衝 板 に よ り 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ に 向 か う 前 記 混 合
気 の 流 量 を 減 少 さ せ る と 共 に 、 前 記 遮 蔽 板 に よ り 前 記 緩 衝 板 に 設 け ら れ た 貫 通 孔 以 外 か ら
の 前 記 混 合 気 の 流 入 を 排 除 す る こ と に よ っ て 、 前 記 混 合 気 に よ る 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン
サ の 温 度 上 昇 を さ ら に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ は 、 前 記 混 合 気 の 送 出 路 を 形 成 す る 隔 壁 に 取 り 付 け ら
れ 、 前 記 吸 気 口 か ら 吸 入 さ れ た 空 気 を 、 前 記 隔 壁 を 介 し て 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ と 対
向 す る 箇 所 に 導 入 す る 導 入 路 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 か か る 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 吸 気 口 か ら 吸 入 さ れ て 前 記 導 入 路 に 供 給 さ れ る 空 気 に よ っ
て 、 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ が 取 り 付 け ら れ た 隔 壁 の 裏 面 が 冷 却 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ
に よ り 、 前 記 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ の 温 度 上 昇 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は ガ ス 温 風 暖 房 機
の 正 面 図 、 図 ２ は 図 １ に 示 し た ガ ス 温 風 暖 房 機 の 断 面 図 、 図 ３ は 図 ２ に 示 し た Ｃ Ｏ セ ン サ
の 収 容 ケ ー ス の 斜 視 図 、 図 ４ は 図 １ に 示 し た ガ ス 温 風 暖 房 機 の 制 御 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は ガ ス 温 風 暖 房 機 １ （ 本 発 明 の 温 風 暖 房 機 に 相 当 す る ） の 本 体 ケ ー ス ２ の 前 板 を 取
り 外 し た 状 態 の 正 面 図 で あ り 、 ガ ス 温 風 暖 房 機 １ の 背 面 に 吸 気 口 １ ５ が 設 け ら れ 、 正 面 に
温 風 吹 出 口 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 ガ ス 温 風 暖 房 機 １ は 、 ガ ス 温 風 暖 房 機 １ の 作 動 を 制 御 す る 電 子 ユ ニ ッ ト で あ る コ
ン ト ロ ー ラ ５ と 、 燃 焼 室 １ ０ 内 に 配 置 さ れ た バ ー ナ １ １ と 、 吸 気 口 １ ５ か ら 吸 入 し た 空 気
を 燃 焼 用 空 気 と し て バ ー ナ １ １ に 供 給 す る と 共 に 、 バ ー ナ １ １ の 燃 焼 排 ガ ス と 吸 気 口 １ ５
か ら 吸 入 し た 空 気 と を 混 合 し て 、 温 風 吹 出 口 １ ２ か ら 送 出 す る フ ァ ン １ ３ と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 ガ ス 温 風 暖 房 機 １ は 、 バ ー ナ １ １ の 燃 焼 状 態 を 検 知 す る 熱 電 対 １ ６ と 、 バ ー ナ
１ １ の 不 完 全 燃 焼 を 検 知 す る た め の 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ と 、 バ ー ナ １ １ に 燃 料 ガ ス
を 供 給 す る ガ ス 供 給 管 （ 図 示 し な い ） を 開 閉 す る 電 磁 弁 （ 図 示 し な い ） と 、 該 ガ ス 供 給 管
の 開 度 を 調 節 す る 比 例 弁 （ 図 示 し な い ） と 、 バ ー ナ １ １ に 点 火 す る た め の イ グ ナ イ タ （ 図
示 し な い ） と 、 室 温 を 検 出 す る 室 温 セ ン サ （ 図 示 し な い ） と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し て 、 吸 気 口 １ ５ に は 、 そ の 全 面 を 覆 う エ ア フ ィ ル タ ２ ０ が 着 脱 自 在
に 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 本 体 ケ ー ス ２ の 上 面 の 前 方 に は 、 各 種 の 操 作 ス イ ッ チ が 備 え ら
れ た 操 作 パ ネ ル ２ １ が 設 け ら れ 、 本 体 ケ ー ス ２ の 前 面 の 上 部 に は 、 暖 房 運 転 が 停 止 し た こ
と を 報 知 す る 報 知 ラ ン プ ２ ２ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 暖 房 運 転 の 実 行 時 に は 、 コ ン ト ロ ー ラ ５ は 、 フ ァ ン １ ３ を 作 動 さ せ て バ ー ナ １ １ を 燃 焼
さ せ る 。 こ れ に よ り 、 吸 気 口 １ ５ か ら 吸 入 さ れ て 燃 焼 用 二 次 空 気 吸 込 口 ２ ５ か ら 燃 焼 室 １
０ に 供 給 さ れ た 燃 焼 用 二 次 空 気 と 、 図 示 し な い 燃 焼 用 一 次 空 気 吸 込 口 か ら 吸 入 さ れ た 燃 焼
用 一 次 空 気 に よ っ て 、 燃 料 ガ ス が 燃 焼 す る 。 ま た 、 燃 焼 に よ り 生 じ た 燃 焼 排 ガ ス ｂ は 、 バ
ー ナ １ １ の 上 方 か ら 燃 焼 室 １ ０ の 上 部 を 通 っ て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 燃 焼 室 １ ０ の 上 部 か ら 排 出 さ れ た 燃 焼 排 ガ ス ｂ と 、 吸 気 口 １ ５ か ら 吸 入 さ れ た
空 気 ａ 2が 、 仕 切 り 板 ２ ６ と 燃 焼 室 １ ０ と の 間 で 混 合 さ れ る 。 さ ら に 、 フ ァ ン １ ３ の 回 転
に よ っ て 、 吸 気 口 １ ５ か ら 吸 入 さ れ た 空 気 の 一 部 ａ 3が 、 本 体 ケ ー ス ２ と 仕 切 り 板 ２ ６ の
間 を 下 方 に 流 れ て 本 体 ケ ー ス ２ を 冷 却 し な が ら 、 ス リ ッ ト ２ ７ ， ２ ８ か ら フ ァ ン １ ３ の 付
近 に 供 給 さ れ 、 上 方 か ら 流 入 す る 混 合 空 気 と さ ら に 混 合 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ に よ り 、 適
温 と な っ た 混 合 空 気 ｃ が 温 風 吹 出 口 １ ２ か ら 室 内 に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 混 合 気 ｃ の 流 通 路 Ｘ を 形 成 す る 隔 壁 ３ ０ に 取 り 付 け ら れ た ケ ー ス ３ １ 内 に 、 電 気
化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ が 設 け ら れ 、 吸 気 口 １ ５ か ら 吸 入 さ れ る 室 内 の 空 気 の 温 度 を 検 出 す
る 室 温 セ ン サ １ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ が 設 け ら れ た 箇 所 と 隔 壁 ３ ０ を 介 し て 対 抗 す る 部 分 に は 、 吸
気 口 １ ５ か ら 吸 入 さ れ て ス リ ッ ト ９ ４ を 抜 け て フ ァ ン １ ３ に 向 か う 空 気 ａ 4が 流 通 す る 。
そ し て 、 こ の 空 気 ａ 4に よ っ て 電 気 化 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ が 設 け ら れ た 箇 所 の 付 近 の 隔
壁 ３ ０ 及 び ケ ー ス ３ １ が 冷 却 さ れ る た め 、 混 合 気 ｃ の 流 通 に よ る 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １
８ の 温 度 上 昇 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 ケ ー ス ３ １ は 、 隔 壁 ３ ０ に 接 し て 取 り 付 け ら れ る 天 板 １ ０ １ と
、 貫 通 孔 ３ ５ （ ３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ ， ３ ５ ｃ ， ３ ５ ｄ ） を 有 し て 混 合 気 ｃ の 流 通 を 減 少 さ せ る
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緩 衝 板 １ ０ ０ と 、 側 板 １ ０ ２ ， １ ０ ３ と 、 底 板 １ ０ ４ と 、 混 合 気 ｃ を 抜 く た め の 貫 通 孔 ３
６ （ ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ ） を 有 す る 側 板 １ ０ ５ と か ら な っ て い る 。 な お 、 緩 衝 板 １ ０ ０ は 本 発
明 の 流 通 制 限 手 段 に 相 当 し 、 天 板 １ ０ １ 、 側 板 １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ５ 、 及 び 底 板 １ ０ ４
は 本 発 明 の 遮 蔽 板 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ケ ー ス ３ １ 内 に は 、 貫 通 孔 ３ ５ か ら 混 合 気 ｃ が 流 入 し 、 貫 通 孔 ３ ５ 以 外 か ら ケ ー ス ３ １
内 へ の 混 合 気 ｃ の 流 入 は 、 天 板 １ ０ １ 、 側 板 １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ５ 、 及 び 底 板 １ ０ ４ に
よ り 妨 げ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 ケ ー ス ３ １ 内 へ の 混 合 気 ｃ の 流 量 が 制 限 さ れ 、 混 合 気 ｃ の
流 通 に よ る 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 、 コ ン ト ロ ー ラ ５ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 、 メ モ リ 等 に よ り 構 成 さ れ た 電 子 ユ
ニ ッ ト で あ り 、 予 め メ モ リ に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り 、 バ ー ナ １ １ の
不 完 全 燃 焼 を 検 知 し た と き に バ ー ナ １ １ の 燃 焼 を 停 止 す る 強 制 燃 焼 停 止 手 段 ４ ０ 、 暖 房 運
転 を 実 行 す る 暖 房 制 御 手 段 ４ １ 、 及 び 報 知 ラ ン プ ２ ２ の 作 動 を 制 御 す る 表 示 制 御 手 段 ４ ２
と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ ５ は 、 操 作 パ ネ ル ２ １ 、 熱 電 対 １ ６ 、 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ 、 イ グ ナ
イ タ ６ ０ 、 電 磁 弁 ６ １ 、 比 例 弁 ６ ２ 、 フ ァ ン １ ３ 、 室 温 セ ン サ １ ７ 、 及 び 報 知 ラ ン プ ２ ２
と 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 操 作 パ ネ ル ２ １ か ら コ ン ト ロ ー ラ ５ に 入 力 さ れ る 暖 房 運 転 ス
イ ッ チ ５ ０ 及 び 温 度 設 定 ス イ ッ チ ５ １ の 操 作 信 号 に 応 じ て 、 コ ン ト ロ ー ラ ５ は 、 暖 房 運 転
を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 暖 房 制 御 手 段 ４ １ は 、 イ グ ナ イ タ ６ ０ 、 電 磁 弁 ６ １ 、 比 例 弁 ６ ２ 、 フ ァ ン １ ３ の 作 動 を
制 御 し て 暖 房 運 転 を 実 行 す る 。 暖 房 運 転 に お い て 、 暖 房 制 御 手 段 ４ １ は 、 温 度 設 定 ス イ ッ
チ ５ １ に よ り 設 定 さ れ た 目 標 温 度 と 、 室 温 セ ン サ １ ７ の 検 出 温 度 が 一 致 す る よ う に 、 該 目
標 温 度 と 該 検 出 温 度 と の 差 に 応 じ て バ ー ナ １ １ の 燃 焼 量 を 変 更 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 強 制 燃 焼 停 止 手 段 ４ ０ は 、 暖 房 運 転 の 実 行 時 に 熱 電 対 １ ６ の 熱 起 電 力 Ｔ Ｃ と 電 気
化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ の 出 力 電 流 Ｉ e c と を 監 視 す る 。 そ し て 、 熱 電 対 １ ６ の 熱 起 電 力 Ｔ Ｃ
が 基 準 値 か ら 所 定 の 判 定 レ ベ ル 以 上 低 下 し た と き に 、 バ ー ナ １ １ の 燃 焼 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 熱 電 対 １ ６ の 熱 起 電 力 Ｔ Ｃ は 、 室 内 の 酸 素 の 濃 度 の 低 下 に 応 じ て 減 少 す る た め
、 熱 電 対 １ ６ の 熱 起 電 力 Ｔ Ｃ が 基 準 値 か ら 所 定 の 判 定 レ ベ ル 以 上 低 下 し た と き に 、 バ ー ナ
１ １ の 燃 焼 を 停 止 す る こ と に よ り 、 酸 素 不 足 に よ り バ ー ナ １ １ の 不 完 全 燃 焼 が 生 じ る こ と
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 強 制 燃 焼 停 止 手 段 ４ ０ は 、 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ の 出 力 電 流 Ｉ e c が 基 準 値 を
超 え た と き に 、 バ ー ナ １ １ の 燃 焼 を 停 止 す る 。 こ こ で 、 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ の 出 力
電 流 Ｉ e c は 、 Ｃ Ｏ の 濃 度 の 増 加 に 応 じ て 増 加 す る た め 、 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ の 出 力
電 流 Ｉ e c が 基 準 値 を 超 え た と き に バ ー ナ １ １ の 燃 焼 を 停 止 す る こ と に よ り 、 バ ー ナ １ １ の
不 完 全 燃 焼 に よ り 燃 焼 排 ガ ス 中 の Ｃ Ｏ 濃 度 が 増 大 し た 状 況 が 継 続 さ れ る こ と を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 本 発 明 の 流 通 制 限 手 段 と し て 緩 衝 板 １ ０ ０ を 有 し 、 本
発 明 の 遮 蔽 板 と し て 天 板 １ ０ １ 、 側 板 １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ５ 、 底 板 １ ０ ４ を 有 す る ケ ー
ス ３ １ を 備 え て 、 ケ ー ス ３ １ 内 に 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ を 設 け た が 、 緩 衝 板 １ ０ ０ の
み を 設 け て 緩 衝 板 １ ０ ０ の 下 流 側 の 近 傍 に 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ １ ８ を 設 け る 場 合 や 、 天
板 １ ０ １ 、 側 板 １ ０ ２ ， １ ０ ３ ， １ ０ ５ 、 底 板 １ ０ ４ の う ち の 一 部 の み を 設 け る 場 合 に も
本 発 明 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 ま た 、 本 発 明 の 流 通 制 限 手 段 の 構 成 は 緩 衝 板 １ ０ ０ に 限 ら れ ず 、 混 合 気 の 流 通 を 妨 げ る
も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 吸 気 口 １ ５ か ら 吸 入 し た 空 気 を 電 気 化 学 式 セ ン サ １ ８
が 設 け ら れ た 箇 所 の 付 近 ま で 導 入 す る 導 入 路 Ｙ を 備 え た が 、 該 導 入 路 Ｙ を 備 え な い 場 合 で
あ っ て も 本 発 明 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ガ ス バ ー ナ を 備 え た 温 風 暖 房 機 を 示 し た が 、 灯 油 バ ー ナ 等 他
の 燃 料 を 用 い る バ ー ナ を 備 え た 温 風 暖 房 機 に 対 し て も 本 発 明 の 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 ガ ス 温 風 暖 房 機 の 正 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ガ ス 温 風 暖 房 機 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た Ｃ Ｏ セ ン サ の 収 容 ケ ー ス の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た ガ ス 温 風 暖 房 機 の 制 御 ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ … ガ ス 温 風 暖 房 機 、 ５ … コ ン ト ロ ー ラ 、 １ １ … バ ー ナ 、 １ ３ … フ ァ ン 、 １ ５ … 吸 気 口
、 １ ６ … 熱 電 対 、 １ ７ … 室 温 セ ン サ 、 １ ８ … 電 気 化 学 式 Ｃ Ｏ セ ン サ 、 ２ １ … 操 作 パ ネ ル 、
２ ２ … 報 知 ラ ン プ 、 ４ ０ … 強 制 燃 焼 停 止 手 段 、 ４ １ … 暖 房 制 御 手 段 、 ４ ５ … 表 示 制 御 手 段
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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